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I．調査地

　調査は北海道中央部に位置する北海道演習林（面積 22,714.86ha）1）（以下，北演）で行った。

樹木園，奥の沢，本沢の 3 地点に固定の観測点を設定した。北演の位置や地況，植生などの詳細

については，ウェブサイト（http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/hokuen/）を参照されたい。

II．調査概要と使用機器

　調査は 2016 年 4 月から 2021 年 3 月までの 5 年間行った。調査地ごとの稼働期間，撮影数内

訳，使用した機器および設定条件，位置情報を附表－1 に示す。なお，鳥類も可能な限り同定を

行った。

III．結果

（1）撮影数と確認種

　撮影された総数は 28,016 枚で，そのうち有効撮影は 9,342 枚であった。鳥類を含む脊椎動物が

確認できたものは 7,994 枚であった。その内訳は，ネズミ類を除く哺乳類 4 目 8 科 12 属 12 種

7,386 枚，ネズミ類 72 枚，判別不能哺乳類 85 枚，カラス類を除く鳥類 6 目 13 科 17 属 23 種 225

枚，カラス類 113 枚，判別不能鳥類 21 枚，爬虫類 1 目 1 科 1 属 1 種 2 枚であった。両生類は撮

影されなかった。哺乳類の内訳はキツネ 1,984 枚，タヌキ 688 枚，イヌ 6 枚，ヒグマ 93 枚，ア

ライグマ 56 枚，クロテン 29 枚，ミンク 2 枚，イエネコ 141 枚，エゾシカ（ニホンジカの北海道

亜種）4,258 枚，エゾリス（キタリスの北海道亜種）92 枚，シマリス 1 枚，エゾユキウサギ（ユ

キウサギの北海道亜種）36 枚であった。このうち，アライグマとミンクは環境省外来生物法の

特定外来生物に指定されている。また，ミンクは本調査が初記録である。鳥類の内訳はキジバト
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77 枚，キセキレイ 29 枚，クロツグミ 29 枚，アオサギ 13 枚，カワガラス 12 枚，オジロワシ 10

枚，オオワシ 8 枚，アオジ 7 枚，トラツグミ 7 枚，ヤマシギ 7 枚，アカゲラ 6 枚，ミヤマカケス

5 枚，アカハラ 3 枚，エゾライチョウ 3 枚，オオルリ，カワラヒワ，クロジ，コマドリ，シジュ

ウカラ，ツグミ，ビンズイ，マミチャジナイ，ヤマゲラが各 1 枚であった。

（2）鳥獣撮影リスト一覧

　北演で 2016 年 4 月から 2021 年 3 月までに撮影された鳥獣撮影のリストを附表－2 に示す。な

お，一枚の画像に複数の種が写っている場合もあるため，附表－ 1 の鳥獣撮影数と附表－2 の延

べ鳥獣撮影数の合計値は一致しない。
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